




































































































































































































































































































































        鐵錘一揮山直顫， ハンマー振るえば　山揺れる、
        鋼釺指處頑石軟， たがね刺せば　石もろく、
        你把梯田往上壘， 段々畑　上へと築けば、
        梯田送你上雲天。 段々畑が高い空までいざなう。





































































































































































































































































































	 1949 ～ 56年、湖北文聯から『湖北文藝』（湖北文藝編集委員会、B6サイズの小冊子）が刊行さ
れていた。編集者は湖北文藝編集委員会で、住所は武昌張之洞路129号であった。出版者は湖北
文聯で、発行者は新華書店中南総分店（漢口黄興路25号）、印刷者は湖北軍区政治部印刷廠（武
昌棋盤街10号）とされる。半月刊で、発行部数は1951年第4巻第3期（総号第21期）では21,000冊、
翌年第7期（総第37期）では34,000冊、同第9期（総第39期）では32,000冊発行されている〔（　）
内の表記が異なっているのは、『湖北文藝』の表記に合わせたことによる〕。同雑誌には『長江
文藝』の広告も掲載されており、湖北文聯による『湖北文藝』は本論で扱っている『湖北文藝』
とは別系統の雑誌と考えられる。
（９）『長江文藝』の創刊号は1949年6月18日鄭州で出版された。
（10）原文は「《長江文藝》因 “文化大革命” 而於1966年6月停刊，1973年5月由當時的湖北省革命委員
會批准，辦了個《湖北文藝》雜誌，是雙月刊，編輯部人員主要由《長江文藝》原編輯組成。《湖
北文藝》辦到1978年5月，就改為《長江文藝》了，當時叫恢復，《湖北文藝》共出版32期。唯物
主義地看待歷史，這32期的《湖北文藝》，應該說是《長江文藝》在特定條件下短暫的更名」（p.147）。
引用部の波線は引用者による。
（11）原文は「《長江文藝》於1949年6月18日創刊，屬華中文聯領導，於黑丁、李蕤、俞林、李季4人為
編委，創刊號在鄭州印刷，但編輯部在5月就到了武漢，第2期在武漢印刷。《長江文藝》是隨著解
放大軍南下，在隆隆的炮聲中誕生的。（中略）《長江文藝》於1953年成為中南作家協會的機關刊物，
後中南作協改為中國作協武漢分會，《長江文藝》為武漢分會的機關刊物。1985年5月，中國作協
湖北分會單獨建制，《長江文藝》為湖北分會機關刊物。後中國作協湖北分會改為湖北省作家協會，
《長江文藝》為湖北省作家協會的機關刊物」（pp.147,148）。
（12）原文は「《湖北文藝》自1973年5月創刊以來，已發行了十期。今年將繼續出版雙月刊。為了改進
編輯工作，提高刊物質量，更好地為工農兵服務，我們懇切希望廣大工農兵讀者把你們對刊物的
意見和要求，寫給我們」（『湖北文藝』1975年第1期、封入）。
（13）原文は「將繼續高舉毛主席的偉大旗幟，貫徹毛主席的革命文藝路線，按照英明領袖華主席抓綱
治國的戰略決策，認真做好組織輔導工作，積極培養新作者，為發展繁榮社會主義的文藝事業而
努力奮鬥」（『湖北文藝』1977年第4期、p.38）。
（14）陳齢によると、「元『湖北文藝』または “文革” 前の『長江文藝』詩歌組組長」（p.192）。
	 『湖北作家辞典』によると、本名沈灝、ペンネームは呉海など。1929年5月河南省博愛県の農家
に生まれた。小中は河南省商丘・開封にて学び、48年10月より革命に参加。豫皖蘇辺区建国学
院新聞系と中原大学文藝班にて学ぶ。中原大学文工団にて働いた後、49年10月中南文藝学院創
作組にて文学創作を学び、50年10月卒業。中南文聯主催の『長江文藝』編集部に配属になり、“文
革” によって停刊するまで詩歌組組長を任命されていた。文革期に約一年間中国作協文学講習
所で学ぶ。文革後は省文藝創作室文学組組長，作協武漢分会秘書長などを経る。79年に、中国
作家協会員になった。
	 『湖北作家辞典』では『湖北文藝』の編集者として働いていたことには触れられていない。
（15）陳齢は「映画文学編集」（p.192）とする。
	 『湖北作家辞典』によると、ペンネームに石上流，叮咚，赤水などがある。1934年広東省大埔県
赤水郷で生まれた。1961年武漢大学歴史系の本科を卒業。湖北省作家協会に勤務する。中国共
産党員であり、編集審査にあたっていた。『湖北文藝』，『長江文藝』，『長江』文学叢刊の編集・
作品組長を務めた後、『今日名流』雑誌社図編集部主任などを務める。報告文学や小説，散文な
どの作品があり、映画文学の脚本や小説などの責任編集も務めた。
（16）「茅棚詩篇」（『我們曾経年軽』武漢出版社、1996）によると、父親は武漢市で母親とは異なる女
性と暮らしていた。董一家は父からの経済的な支援もなく、困窮した暮らしを送っていた。董
宏猷が “黒五類” となったのは、この父の血筋による。
（17）董宏猷・董菁『扛着女児過大江』（人民文学出版社、2001）によると、姉の名は嫻珍。董菁は董
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『湖北文藝』と董宏猷（瀨邊　啓子）
宏猷の娘。1979年11月22日生まれで、中学1年生のころから作品を発表している。
（18）「小提琴的故事」（『扛着女児過大江』pp.87-90）参照
（19）1966年に、董宏猷の姉は高校を卒業、董宏猷は中学を卒業、弟董宏量は小学校を卒業した。（「茅
棚詩篇」『我們曾経年軽』、p.113、参照）
（20）「小提琴的故事」（『扛着女児過大江』pp.91,92）、「茅棚詩篇」（『我們曾経年軽』、p.113）参照
（21）「茅棚詩篇」（『我們曾経年軽』pp.118,119）参照
（22）「茅棚詩篇」『我們曾経年軽』参照。「茅棚詩篇」には上山下郷中に董宏猷が創作した詩歌などが
多数掲載されている。また妻の手による手抄本の存在についても触れられている。
（23）「教室里長大的孩子」（『扛着女児過大江』p.13）参照。「茅棚詩篇」（『我們曾経年軽』p.119）によると、
妻である易英文は董宏猷の前年73年に武漢師範学院中文系に進学している。
（24）「茅棚詩篇」『我們曾経年軽』p.113、参照
（25）原文は「幾乎只要董宏猷在場，就有笑聲和歌聲，就有友誼，就有溫情，就有拔刀相助，就有豪氣沖天」
（「我認識的幾個武漢人」『武漢人』pp.147,148）。
（26）「我認識的幾個武漢人」『武漢人』p.147、参照
（27）董宏量「青春如詩」（董宏量主編『武鋼文学史話』中国廣播電視出版社、2003）参照
（28）同上
（29）原文は「兩個在長江邊拉板車的孩子，後來 “拉出” 了許多詩歌」（『扛着女児過大江』p.62）。
（30）原文は「我是當知青時學習寫詩的，因下放的地方吃不飽飯，知青們都被派修水利、修鐵路」（「青
春如詩」『武鋼文学史話』p.80）。
（31）『武鋼文藝』は1964年に創刊し、文革期の中断を経て75年に復刊した。80年には『武鋼演唱』と
一つになり、文学・戯劇・曲芸などを掲載する総合雑誌となった。
（32）徐金海は1946年11月22日生まれ、湖北省漢陽県出身。中学修学後、家業である農業に従事し、
生産隊長も務めたことがある。1972年、漢陽県楚劇団で脚本を担当するようになる。脚本や組
詩を発表したことがある。（『湖北作家辞典』p.233、参照）
（33）『湖北文藝』1974年第1期、p.40
（34）『湖北文藝』1974年第3期、p.56
（35）原文は「不要成天為個人著想，資本主義那條路是走不通的，要跟著貧下中農一起走社會主義的
金光大道！」（『湖北文藝』1974年第4期、p.32）。
（36）趙国泰は、1950年陰暦の3月30日生まれ。湖北省漢陽県（現、武漢市蔡甸区）高廟郷独山村の出
身である。1966年、中学卒業後、故郷に戻り、農業に従事するようになる。77年、華中師範学
院（現、華中師範大学）を卒業し、大学に残って教鞭をとる。84年に、長江文藝出版社に異動
になり、編集を担当するようになる。作家としては、業余で文学創作を行っている。また20年
以上に亙って理論研究を行っている。（『湖北作家辞典』pp.194,195、参照）
（37）張永柱は1949年12月に湖北省恩施で生まれた。幼児期から両親の仕事により、四川・湖北の山
岳区を渡り歩いた。江城万県市で少年時代を過ごした。高校時代から詩歌の創作を始め、発表
も同時に始める。その後、知青になり、華中師範大学中文系に入学する。卒業後は鄂西報社に
入る。副刊の主編などを務めた。湖北省作家協会会員，中国郷土詩人協会理事。（『湖北作家辞典』
pp.122,123、参照）
（38）『湖北文藝』1975年第3期、p.9
（39）同上
（40）『湖北文藝』1976年第2期、裏表紙扉
（せべ　けいこ　中国学科）
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